
日程・会場 ●１０月１日（水）～１０月５日（日）

・OSPホッケースタジアム

（滋賀県立伊吹運動場）

・米原市伊吹第１グラウンド（４日まで）

一般観覧 可 事前予約不要／入場無料／入場整理券なし

インターネット LIVE配信・見逃し配信 も無料！（主に決勝戦）

競技紹介

プログラム詳細は

p.３～ 参照！

競技のルールや見どころはp.４～ 参照！

https://shiga-sports2025.jp/kokuspo/venue/osp-hockey-stadium
https://shiga-sports2025.jp/kokuspo/venue/maibara-ibuki-1-ground
https://japangamestv.japan-sports.or.jp/


滋賀県選手団

●成年男子：滋賀県庁職員が監督兼選手を務め、社会人チームや地元出身の大学生など

で構成されるチームです。（オリンピアンも！）

●成年女子：県内で働く会社員や教員などのチームです。（オリンピアンも！）

●少年男子：伊吹高校の生徒たちが出場！

（インターハイ３度優勝、国体６度優勝、全国高校選抜４度優勝！）

●少年女子：男子と同じく 伊吹高校 の生徒たち。

（インターハイ６度優勝、国体１度優勝、全国高校選抜６度優勝！）

見どころ

●＜滋賀県選手団＞

少年の部は男女ともに滋賀が誇るホッケーの強豪・伊吹高校から出場。

U18日本代表の大辻昊輝選手・松居嘉壱選手・常喜琥太郎選手・堀江雅選手・山本鈴菜選手

など世界レベルのプレイヤーが勢揃い！

ホームである米原市で、男子は２連覇、女子は昨年３位を超える成績に期待大です！

●＜滋賀県選手団＞＜オリンピアン＞

成年の部には、男女ともに、パリ五輪や東京五輪に出場したオリンピアンが出場。

ライバル県の岐阜や栃木や広島に勝って優勝目指して頑張れ！

●ゴール前の「シューティングサークル」の中から打たれたシュートしか得点にならな

いため、このサークル内での激しい攻防に注目。

L字型のスティックを選手たちが華麗にさばいて、野球ボール程度の球が時速100～

200kmで地を這うスピード感と迫力に、行きつく暇もありません！

滋賀県広報課の注目ポイント👀

●伊吹高校のある米原市が「ホッケーの町」として育った背景には、

44年前の『びわこ国体』で米原市（旧伊吹町）が競技会場となったのがきっかけ！

なじみのないスポーツだった状況から、スポーツ少年団や中学・高校のホッケー部が

創設されるなど、大会を契機に滋賀県は全国有数のホッケー強豪県となりました。

●元日本代表で東京五輪でも活躍した田中健太選手（成年男子の部）は、地元・米原市開催の

今大会を最後にユニフォームを脱ぐ決意を表明しています。

中・高・大と日本一を経験し、和歌山県庁の職員を経て、30歳で強豪オランダのプロ

リーグに挑戦した異色の経歴の持ち主。日の丸を背負い続けたエースストライカーの

最後の戦いを目に焼き付けましょう！

滋賀県選手団は全56名！出場選手名簿はこちら

https://shiga-sports2025.jp/magazine-shine/202203/index.html
https://www.bsn.or.jp/news/meibo/
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